
妊娠・出産後の
支援について

令和7年度厚生委員会テーマ
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開会あいさつ・趣旨説明
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厚生委員会

議員紹介

委員長 副委員長
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＜主な事業の経緯＞
・平成19年度「乳児家庭全戸訪問事業（すくすくすく赤ちゃん訪問）」開始
・平成28年度「妊娠期からの相談事業」開始
・平成28年度「産後ケア事業(日帰り型)」区内ホテルにて開始(令和5年2月まで実施)

「産後ケア事業(宿泊型)」産後の支援者がいない初産婦に限定し4施設で開始
・平成30年度「産後ケア事業(訪問型)」開始
・令和 4年度「 3歳児健診・SVS検査」導入
・令和 5年度「出産子育て応援給付金事業・伴走型相談支援」開始 (令和7年3月出生まで)

「 0歳児見守り・子育てサポート事業（見守りおむつ定期便）」開始
「産後ケア室（日帰り型・個別）」開設 (荏原保健センター内)

・令和 6年度「産後ケア事業」の充実
①産後ケア事業を希望する母子を対象に拡大
②宿泊施設を7施設に拡大
③日帰り型・訪問型合わせて5回まで利用可能・自己負担なしに拡大

・令和 7年度「産後ケア事業」の充実
①訪問型について、受託先1事業者追加
②日帰り型の集団を開始
③宿泊型の利用泊数を増泊、自己負担額の軽減
「妊婦のための支援給付事業・妊婦等包括相談支援事業」開始
「5歳児健康診査事業」をモデル年度として実施

「地域子ども家庭支援センター」が各保健センターに設置

品川区の母子保健事業の展開
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品川区の母子保健体系図（令和７年１０月 現在）
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～母子保健事業の主な取り組み～

見守りおむつ定期便

0歳児を養育する家庭に、1歳の月になるまで月に1回程度見守り支援
員が訪問し、養育状況の確認や見守りとともに育児に必要な消耗品を
支給する

➤育児中の孤立感や不安感の解消

➤経済的な支援（一回あたり3000円程度）

➤行政主導のアウトリーチ型支援

品川区独自の特徴として訪問日の選択が可能。
＋α
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～母子保健事業の主な取り組み～

産後ケア事業

出産後産婦の心身のケアや育児サポートを実施することにより、授乳
方法や育児の技術を学び、子育ての不安を解消し安心して子育てがて
きるよう支援する

➤訪問型 … 助産師が訪問し授乳・発育・発達・育児相談。産婦の心身不調の相談

➤日帰り型 … 個別は訪問型と類似の相談可。集団は助産師の講話やママ同士の交流

➤宿泊型 … 区内3施設、区外4施設で利用可能。母子の健康チェックや相談業務実施

区民アンケートをもとに積極的な拡充・改善を実施。訪問と日帰りは

合わせて五回まで利用可（無料）。

＋α
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母子保健事業の主な取り組み

5歳児健康診査事業

就学時検診より早期に、発育状況や３歳以降の獲得する社会性の発達
等を確認する。必要に応じて、サービスや支援につなげることにより、
幼児の健やかな発達を確保し、円滑な就学につなげる。

➤効果的な健診体制の構築を目的に今年度よりモデル事業として実施

➤モデル園に選定された園の４歳児（年中）クラスが対象 ※12園 250～300人程度

➤①保護者による電子アンケート→ ②園での心理職による集団観察評価。

①②の結果に基づき集団健診の対象児童を選定→健診の実施→必要な支援の紹介

就学1年以上前に健診を実施することで準備期間に余裕がもてる

＋α
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品川区における切れ目のない妊娠・出産・子育て支援をさらに推進していく。

(１)乳幼児健診の展開
・「5歳児健診」の全数実施を目指し、健診体制を整備する。

(２) 母子保健のデジタル化の推進
・情報連携基盤を活用するための実証実施や母子保健システムの構築など母子保健DXの推進

(３)妊娠・出産及び産前・産後の支援の充実と体制強化
・産前・産後のサポート事業等を実情に応じて実施し、妊産婦に必要な体制支援強化を図る
・産後も安心して子育てできる支援体制の確保を行うための産後ケアの充実
・子ども家庭センターの母子保健機能の役割を担う立場として、保健・医療・福祉・教育な
ど関係機関と連携して、切れ目のない支援を行っていく。

今後の取り組み
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議員とゆるゆる
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閉会のあいさつ
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